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外側への張力の存在が考えられた。しかしながら膝関節
機能需害との直接的関連は認められなかった。病態とし
ては，ほとんどが混合型を示した。 
38. MuscIe-Pedicle-Bone-Graftの経験

一段関蔀疾患に対しての応毘ー

。岡i崎壮之，友巻賠，鎮島和夫
堂援昭彦，黒田重史 (J1I鉄)
大捷骨頚部内鎖骨訴を中心に， 話 eyerが述べた方形
第の有茎骨移植を昭和52年よラ採用し， 6例にこの手衡
を経験した。われわれのまとめとしては， 1.内保骨折
詰受傷後牟るべく早く，軽い内旋症にて直達牽引する。 
2.手俸泣 2週間以内にしている。 3.予後の悪い20-
40歳イ立の若年者に最も有効であろう。 4.骨頭壊死。骨
嚢腫を伴う変股症に応用した。 5. さらにベルテス等の
血流改善を期待する疾患にも応用してみたい。 
39.先天股説観血整復症例 (Ludlo霊法)の検討 
0今井克己， t守内孝，村山憲太
吉野紘玉 〈自立習志野)
昭和 47年以降当院にて Ludlo査法を受けた 59症例・ 
65関節の概要をまとめた。術後 5年以上経過した24症挺 
28関節につきレ義的分析検討を加え， 64%に溝足すべき
結果を得た。手街時ヱ歳未満群と工歳以上群を比較する
と，前者の方が岳蓋角，前捻角，頚体角， CE角とも改
善が良い。成麓不良な症例に対して試措正手術を追却す f
る必要があり，術後 3.， 4年の時期に考産するのが良
し、。 
40.いわゆる先天股説整復に謂する 1考察
。譲原寛体，藤塚充慶，住吉徹是
語津憲一，永顕譲史〈松戸市立) 
Michelson (1972) は幼若家兎の後設を膝イ申展位国定
すると，設脱が発生すると云う実験結果を発表してい
る。
京大石田等泣京都伏見区全壊の薪生克のおむつの当て
方乞従来の方法から下肢が岳畠になヲ自然のまま保持
出来る股おむつ法に変えたところ，設説の発生が約10分
の 1に減った。これは設関節を姐動的に伸展させなかっ
たことが大切な要冒となっていると結論した。
これ等事実を踏まえて，若し藤居曲保持すれば，連動
して設関節は題曲をとるし，そのこと吉体がE見自整復に
結びつかないか検討した。
仮事事 Stocking法(漆屈曲保持装具〉を完全説白劉 7
伊jに使用し， 5伊iに整復治惑を得た。
藤君曲によってもたらされる新しい第ノミランス，すな
わち大腿亘筋の緊張が Hamstringの緊張に対し優位性
をもつことが，脱臼股を整護へ導く大きな要因となって
いると考えたい。
